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〈イベント報告〉 

オンライン講座 第 6 回 

大崎さやの氏 

「フランス演劇とゴルドーニ」 

2023 年 3 月 11 日（土）明治学院大学白金キャンパス 1201 教室 

 

横山 義志 

 

 

18 世紀イタリア演劇がご専門の大崎さやのさんに、「フランス演劇とゴルドーニ」と題して、2023 年 3

月 11 日に明治学院大学でご講演いただいた。「日仏演劇協会」なのになぜイタリア演劇？と思った方もい

らっしゃるかもしれないが、大崎さんのご研究も含め、最近、国や言語で区切ることによって見失われて

いたものに気づかされる機会が多い。とりわけゴルドーニは後半生をパリで過ごしたため、フランス語で

書かれた作品も少なくない。にもかかわらず、「フランス演劇」という枠組みでは、ゴルドーニについて

語られる機会はさほど多くない。大崎さんはフランス語も堪能で、近著『啓蒙期イタリアの演劇改革 ゴ

ルドーニの場合』（東京藝術大学出版会、2022）では、ゴルドーニがヴォルテールやディドロに与えた影

響を明るみに出している。 

今回のご講演では、その背景となる 16 世紀以来の伊仏演劇交流もご紹介いただき、双方向の影響関係

のダイナミズムを実感することができた。最初に、「イタリア演劇のフランス演劇への影響」と題して、

歴代のフランス王がコンメディア・デッラルテを愛し、それがモリエールをはじめとするフランスの演劇

人にも大きな影響を与えたことを振り返っていただいた。だがルイ 14 世治世下、イタリア人劇団（コメ

ディ＝イタリエンヌ）はマントノン夫人を揶揄する作品を上演したことで 1697 年に追放され、伊仏の公

式な演劇交流は一端途絶えることとなった。 

本編となる「フランス演劇とゴルドーニ」は、これを後景として語られていった。17 世紀後半にはフ

ランスの文人がイタリア文化の衰退を指摘するようになり、18 世紀には逆に、イタリアの文人がフラン

スをモデルに演劇改革を試みるようになる。ゴルドーニに先立ち、俳優ルイージ・リッコボーニ（1676～

1753）は 1710 年頃から文人貴族シピオーネ・マッフェーイとともに、「下品で猥雑」とされたコンメデ

ィア・デッラルテの即興喜劇ではなく、台本全体が文人によって書かれ、三一致などの規則を尊重した韻

文の悲劇・喜劇を商業劇場で上演することを試みた。マッフェーイらの韻文悲劇には興行として成功した

作品もあったが、韻文喜劇で大失敗し、挫折する。そしてルイ 14 世没後の 1716 年、ルイージ・リッコ

ボーニの劇団はルイ一五世の摂政となったオルレアン公の招きで、パリに拠点を移すこととなった。 
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カルロ・ゴルドーニ（1707～1793）の演劇改革は、ある意味では、このリッコボーニとマッフェーイ

の演劇改革を引き継ぐものだった。だが、ゴルドーニはブルジョワ家庭出身で、劇場の現場や観客の好み

を熟知していた点がマッフェーイとは大きく異なっていた。ゴルドーニは弁護士をしていたが、1743 年

には教養溢れる女中を主人公にした喜劇『粋な女』で、初めて（筋書きだけでなく）台本全体を書いて成

功し、1745 年にコンメディア・デラルテをもとにした喜劇『二人の主人を一度に持つと』を執筆後、弁

護士を辞め、コンメディア・デッラルテ一座の座付き作家となった。 

以降、ゴルドーニはヴェネツィアを拠点に、コンメディア・デッラルテの仮面やストックキャラクター

を使わない、自然で日常的な散文喜劇を次々と発表し、人気を博していく。ゴルドーニは道徳的に問題が

ある登場人物を笑う旧来の喜劇ではなく、道徳の手本を示すような喜劇を目指した。これは聖職者などか

らの演劇批判への対応でもあった。 

ゴルドーニはこれらの演劇改革の試みのなかで、ルネ・ラパン『当代の『詩学』および古今の詩人達の

作品についての考察』（1684）に見られる喜劇論を参照し、『モリエール』（1751）と題された韻文喜劇を

発表するなど、フランスの演劇状況を重要な参照項の一つとしていた。そしてヴォルテールはゴルドーニ

を「イタリア喜劇の立派な改革者」と讃え、ゴルドーニ『喫茶店』（1750）を手本にした喜劇『スコット

ランドの女』（1760）を発表した。ゴルドーニはさらにこれを手本に『スコットランドの女』（1761）を

発表していて、相互に敬意をもち、影響を与えあっていたことがわかる。 

ディドロによる劇作・理論両面における市民劇の試み『私生児』ならびに「『私生児』に関する対話」

（1757）、そして『一家の父』ならびに「劇詩論」（1758）へのゴルドーニの影響に関する分析は、この

講演の白眉でもあった。ここではゴルドーニの喜劇『真実の友』（1750）と『私生児』の類似点と差異が

仔細に分析され、『真実の友』が『私生児』よりもはるかに忠実にディドロが提唱する市民劇理論の概念

を具現していたことが示された。ディドロはおそらくゴルドーニを手本として、「劇詩論」では（「『私生

児』についての対話」で提唱した「真面目なジャンル」ではなく）「真面目な喜劇」を提唱し、『一家の父』

を滑稽味のある作品にしようとしていた。しかし、おそらく才能の問題で、うまくいかなかった。大崎さ

んが挙げた状況証拠から、この仮説は十分説得力のあるものに思える。 

ゴルドーニはライバルの劇作家ゴッツィ伯爵らから攻撃を受けてヴェネツィアにいづらくなり、コメデ

ィ＝イタリエンヌからの招聘を受け、1762 年にパリに移住する。コメディ＝イタリエンヌではコンメデ

ィア・デッラルテの即興喜劇の筋書きなどを書き、ヴェルサイユに移ってルイ 15 世の王女たちのイタリ

ア語教師を務めた。再びパリに戻り、フランス語による喜劇『ぶっきらぼうだが心根の優しい人』（1771）

がコメディー＝フランセーズで上演され、成功を収める。晩年にはフランス語で『回想録』（1787）を執

筆。王から年金を支給されていたが、それがフランス革命のために廃止され、病気と貧困のうちに生涯を

終えた。 

リッコボーニもゴルドーニも、フランスから影響を受けてイタリアで演劇改革を目指し、失意のうちに、

おそらくは多少の希望を抱いて、パリに移った。だが 18 世紀のパリは、同じくイタリア出身のリュリら

が活躍した 17 世紀に比べると、諸手を挙げてイタリア人を歓迎したわけでもなかったように感じられる。

18 世紀は国民国家が形成され、各国語の文化が徐々に閉じていった時代でもあった。ゴルドーニ自身も、

各国の「国民性」を描いた喜劇をいくつも発表している。コメディ＝イタリエンヌもルイージ・リッコボ
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ーニの時代から、マリヴォーなどのフランス語作品を多く上演するようになっていき、パリ生まれの俳優

も増えていった。18 世紀パリの観客は、国境や言語を越えて活動する異国人に対して、いささか冷淡に

なってしまったのかもしれない。 

 

**** 

 

蛇足だが、いくつか個人的感想を。私はゴルドーニのこともイタリア演劇のこともよく知らず、学生時

代にミラノ・ピッコロ座によるゴルドーニ作『二人の主人を一度に持つと』来日公演を見てから、伝統的

なコンメディア・デッラルテの作者なのだと思い込んでいた。だが、古代ローマ演劇の専門家フロラン

ス・デュポンによる『アリストテレス、西洋演劇の吸血鬼』（Florence Dupont, Aristote ou le vampire du 

théâtre occidental, Paris, Aubier, 2007, pp. 86-93）では、ゴルドーニは逆にコンメディア・デッラルテに

おける即興の伝統をアリストテレス的なテクスト中心主義によって破壊した人物と評されていて、驚いた。

そして大崎さんのお話やご著書からは、ゴルドーニの実践が、同時代の様々な思潮や新たな観客の好みと

いった制度的・社会的要請と、それらに適応しようとする俳優たちの現場からの要請とのあいだで生まれ

てきたものであることが見えてきて、私のなかの（まだまだ貧弱な）ゴルドーニ像がだいぶ生き生きとし

たものになった。 

また、私はフランス演劇史をもとに、歌や踊りや韻文を排除した、いわゆるリアリズム的な演劇形態が

規範化された過程を研究しているが、イタリアを経由すると、だいぶ違った景色が見えてくる。フランス

では少なくとも 16 世紀以来、公式の演劇は韻文が主流だったが、即興性を重視するイタリアのコンメデ

ィア・デッラルテは散文劇である。文人貴族のマッフェーイが韻文喜劇を提唱したのに対し、市民階級出

身の職業作家ゴルドーニは一七五〇年初演の喜劇『喜劇（Il teatro comico）』で散文喜劇を提唱した（そ

の後韻文喜劇も多数書いているが）。 

ここで一つ、気づかされたことがある。フランス演劇史を学んだ際に、笑劇（ファルス）をはじめとす

る民衆的形態の軽視をすり込まれていたことである。フランスにおいても中世以来、とりわけ民衆的な笑

劇の多くは散文劇だった（というのは中世フランス演劇がご専門の片山幹生さんからご教示いただいたこ

とでもある）。そしてフランスの民衆も王侯貴族も、長年にわたってイタリア人俳優によるコンメディ

ア・デッラルテを愛してきた。この延長線上に、マリヴォーがコメディ＝イタリエンヌのために書いた散

文喜劇群がある。ディドロによる散文市民劇の試みは、コメディ＝フランセーズで上演されてきた作品の

系譜から見れば革新的だが、この系譜から見れば、それほど目新しいものでもない。面白いのは、大崎さ

んの仮説が正しいとすれば、ディドロはゴルドーニを手本にしながら、笑いを取る才能が欠けていたがゆ

えに、「真面目な散文劇」という新たなジャンルを発明してしまったということである。 

 

大崎さんとともに 16 世紀から 18 世紀の伊仏演劇交流を通観してみると、政治的・経済的・軍事的なヘ

ゲモニーと文化的影響力に大きな相関関係があることが見えてくるが、もちろんそれだけではない。言語

を越え、国境を越え、文化的ヒエラルキーを越えて、相互に影響しあう個人間のネットワークは、ラテン

中世のキリスト教にもとづく普遍主義から、少なくともより多くの階級、より広い範囲の人類を含む普遍
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性を求める動きを形づくる契機ともなったのである。・ 

 

（日仏演劇協会実行委員、SPAC-静岡県舞台芸術センター文芸部、東京芸術祭国際事業ディレクター、 

学習院大学非常勤講師） 

 

 

 

【大崎さやの（おおさき・さやの）】 

東京大学・東京芸術大学等非常勤講師。イタリア文学・演劇研究。東京大学大学院人文社会系研究科博士

課程単位取得満期退学。博士（文学）。著訳書に『啓蒙期イタリアの演劇改革 ―ゴルドーニの場合』

（2022 年、東京藝術大学出版会）、『ベスト・プレイズⅡ―西洋古典戯曲 13 選』（共同執筆・翻訳、2020

年、論創社）他。 

  


